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品川
川
の
川
北
川
街
道
に
あ
る
川比
沙
門
常
。
そ
の
灼

を
北
に
山
が
る

t
辿
称
似
木
町
の
辿
り
に
な
り
ま
す
。

「
山
崎
築
は
大
正
末
期
ご
ろ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
わ

た
し
が
‘

』こ
を
買
っ
て
越
し
て
き
た
の
は
昭
和
初
年

で
し
た
」
と
語
る
の
は
、
歯
科
照
合
符
む
草
間
鉄
引

き
ん
。
雄
物
は
外
装
が
.卜
け
ん
板
張
り
の
作
風
建
築
。

以
前
は
外
科
医
院
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

削
汎
在
診
療
宗
と
し
て
使
っ
て
い
る
部
掃
の
パ
介
は

一円向
〈
、
し
っ
く
い
で
、

飾
り
の
付
い
た
屯
灯
が
。
診

察
ム
n
で
摘
じ
な
っ
た
忠
者
さ
ん
が
、
い
つ
も
見

つ
め

て
い
る
そ
う
で
す
。

「
山
中
心
一
は
、
ロ

l
フ
で
卜
ぃ
げ
.
卜
げ
す
る

H
式
。
改
装

す
る
と
き
に
サ
ッ
シ
に
し
よ
う
と
も
思
っ
た
ん
で
す

が
、
設
社
会
社
の
人
仁
、
段
取
な
も
の
だ
か
ら

t
・高

わ
れ
、
い
ま
で
も
ほ
口
な
が
ら
の
窓
を
能
っ
て
い
ま
す
」

t
早
川
さ
ん
。
昨
年
夫
紛
で
旅
'
灯
し
た
と
き
に
山
制
約

し
た
「
公
良
ホ
テ
ル
」
本
舶
の
窓
も
同
じ
桃
治
で
、

び

っ
く
り
し
た

t
か
。

「
外
川
り
の
手
入
れ
が
大
変
で
、
以
前
は
ペ
ン
キ

の
喰
り
替
え
を
一九
年
ご
と
に
。
そ
の
た
び
に
、
柱
と

紋
の
配
色
を
わ
ず
か
に
変
え
て
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を

烈
し
ん
で
い
ま
す
」

か
い

E

昼、

傍
ら
の
海
浪
が
咲
く
ζ

為
、
ピ
ン
ク
色
の
化

t
w州

制
し
て
、
こ
の
作
舶
が
い

っ
そ
う
際
収
勺
ょ
う
で
す
。
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r上田市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」がこ

の6月24日から改正されました。わたしたちにとって、

この改正条例がどのような意昧を持つのか考えてみま

しょう。

市
民

、I7
「
よ
田
市
廃
棄
物
の
処

，F
H
M
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条

¥
1
例
」
と
は
何
で
す
か
。

l
f
わ
た
し
た
ち
が
生
活
し

4
・
咽

た
り
、
事
業
活
動
そ
行
う

ノ

上
、
て
、
廃
棄
物
(
ご
み
、
し

尿
、
建
設
雌
材
な
ど
)
は
、

E
う
し

て
も
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
す
。
こ

れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

t
、
償

問
環
暁
が
似
な
わ
れ
、
生
前
そ
の
も

の
が
成
り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
脱
棄
物
を
正
し
く
処
刑
刊
し

て
清
潔
な
生
活
環
境
を
守
っ
て
い
こ

う
と
い
う
取
り
決
め
の
法
律
が
「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
捕
に
関
す
る
法

律
」
で
す
。
上
問
市
の
粂
例
は
、
廃

• 
事
業
者

棄
物
の
小
、
て
も
主
と
し
て
、
ご
み
や

し
尿
の
適
正
処
理
念
任
務

t
し
て
い

る
も
の
で
、
は
ぼ
こ
の
法
律
の
趣
旨

に
沿
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

、/7・
今
回
の
改
正
の
背
景
と
、

，F同
具
体
的
に
ど
う
変
わ
っ
た

-4

1

の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

nど

別
代
で
は
、

廃
棄
物
の

4.，

汚
染
な
ど
が
地
球
環
境
に

ノ

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
仁
な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

「持
続
可
能

な
開
発
」
に
向
け
て
、
ど
う
す
べ
き

か
が
大
き
な
泌
組
と
い
え
ま
す
。
廃

棄
物
の
泌
正
な
処
即
日
ぞ
進
め
る
こ
と

に
加
え
て
、
ご
み
そ
の
も
の
を
減
ら

す
「
排
出
抑
制
」
や
、
分
別
に
基
づ

く
「
再
生
利
用
」
ま
で
を
視
野
に
入

れ
た
二
十
年
ぶ
り
の
法
律
改
正
が
、

平
成
四
年
七
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
上
同
市
も
こ
れ
を
受
け
、
今
川

• 
行
政

グ
責
務
4

を
具
体
的
に
ノ
・

の
改
正
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
具
体
的
に
変
わ
っ
た
点
で

す
が
、
ご
み
を
減
ら
し
、
分
別
し
て

丙
午
に
例
す
た
め
に
は
、
わ
た
し
た

ち
の
何
日
の
午
前
か

-b
変
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
改
正
条
例
で
は
、

山

民
、
い
の
荒
行
、
行
政
の
一三
打
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
、
ご
み
減
誌
に
向
け

て
責
任
を
果
た
す
よ
う
責
務
合
明
確

に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
減
量

t
再
利
用

の
推
進
に
向
け
て
、
具
体
的
に
努
力

し
て

い
く
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

i~ ~ 111) 
の治 -'.1・9 ・Eν?資会 ， _..，. -~ 

iJ，点な I!ぃ ど者
ioJ t (大し市のの市
収でのた民よ責民
に行よいのう務の
、ううこ皆なは賢

い、と tきこ、務
つ燃 こ はんとそと
そやと、(:でれ
うせて例手てぞ事
協るええ願 υ。れ業

ご
み
減
量
・再
資
源
化
の
推
進
に
向
け
て

道
路
・
教
育
な
ど
重
点

青
木
に
特
養
・市
誌
編
さ
ん
も

6
月
定
例
市
説
会
が

6
月
7
日
か
ら

n日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
前
億
8
千
制
万

円
を
計
上
し
た
6
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
お
議
案
、
日
報
告
案

が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て

可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
人
権
擁
護

委
員
に
西
海
三
郎
さ
ん

(
印
象
・上
室
賀
・
上
室

賀
財
護
区
賜
会
機
長
)

が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

[2) 16 7. 広報うえだ6.

予算総額補正予算額

特別会計 112億5，345万円 12241意4，895万円

一鍛会計 1661憲8，041万円 1372億2，493万円

-
条
例
の
制
定

・
改
正

マ
上
回
市
限
療
施
設
整
備
等
基
金
灸
例
の
制
定

マ
上
回
市
在
宅
介
護
支
開
放
セ
ン
タ
ー
粂
例
の
制
定

マ
L
仁川
市
旧
立
教
師
飴
条
例
の
制
定

マ
L

仁山
市
芯
刊
行
会
条
例
の
制
定

マ
L
L
m
市
山
崎
業
物
の
加
応
用
及
び
山
例
制
に
附
す
る
粂

例
の
改
正
(
関
連
記
事
2

・
3
ペ
ー
ジ
上
段
)

マ
L

し
川
市
日
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
粂
例
の

一
部

改
正

マ
卜
.
則
市
立
小
学
校
設
置
粂
例
の

一
部
改
正

マa・・
膏 E望 新 一
木 - 鋭般
村 田国 ・会

j特 司， 充 計
: ~IJ ~貸 マ 実 補
:養補上し 正
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自治会で行う資源回収のほかにも、ごみを出さない工夫を

力
し
て
い
た
だ
く
・
」
と
。

②
生

ご
み
た
い
肥
化
容
器
な
ど
を
利

用
し
て
、
な
る
べ
く
自
家
処
理
に
努

め
て
い
た
だ
く
こ
と
。

③

ご
み
に
な
ら
な
い
よ
う
仁
買
い
物

に
配
成
す
る
こ
と
。

④
再
生
口
m
を
秘
極
的
に
利
用
す
る
よ

う
努
め
て
い
た
だ
く
-
』
と
。

事
業
者
の
山
甘
さ
ん
に
配
嵯
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と

t
、
ご
協

h
願
い

た
い
・
』
と
は
次
の
よ
う
な
・
』
と
で
す
。

①
事
業
活
動
で
出
た
ご
み
は
、
基
本

的
に
は
事
業
者
の
責
任
で
処
理
し
て

い
く
こ
と
。

②
事
業
所
助
、
て
山
た
ご
み
ら
、
再
冷

L

H

川
の
利
川
や
資
制
川
収
な
ど
に
よ
っ

て
、
減
ば
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
る

句

』

『

ζ

。

③

ご
み
に
な
ら
な
い
よ
う
な
商
品
の

開
発
や
販
売
仁
努
め
て
い
く
・
』
と
。

@
過
剰
包
装
な
ど
に
つ
い
て
も
抑
制

し
て
い
く
よ
う
努
め
る
こ
と
。

市
が
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
責
務
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

一

4
市
と
し
て
も
、
廃
棄
物

一

4
・
唱

の
適
医
な
処
砲
に
い
っ
そ

ノ

う
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
ゃ
ん引
業
許
の
符
さ
ん
の
減

民

・
日
仰
資
源
化
へ
の
努
力
に
対
し
て

き
ま
、
ざ
ま
な
形
、
て
支
援
し
て
い
く
・
』

と
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
廃

棄
物
処
理
審
議
会
で
の
答
申
「
ご
み

減
批

・
再
資
源
化
推
進
計
同
L

を、

打
完
に
実
現
し
て
い
く
・
』

t
で
す
。

今
川
の
粂
例
改
正
は
、
特
に
符
さ

ん
の
行
動
が
作
わ
な
け
れ
ば
情
か
さ

れ
ま
せ
ん
。
日
甘
さ
ん
の
よ
り
い
っ
そ

う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線

1

3

8
6

・
1
3
8
7
)

'"'-'6月~

:、ムタしト‘I人.時圃
与勺生会二、..  

~ ~ . 

島長:11
・・・・・~了司
2日全国市長会議(東京 ・-3日)

5日中常田コミュニティー集会nIB

!lt・自治会館落成式室賀クラウ

ンド完成式
6回東北分署起工式(建設予定地)

7日 6月定例市議会沼集目 (-22
日) 川西分箸起工式=写真=

9日まったけ資料館オーブン(別

所温泉森林公園)

208 第三次よ田市総合計画策定に

向けての地区別市民広務 r市畏と

騒る会J(縛科地区 ・上野が丘公民

館)

24日地区別市民広聴 r市畏と語る

会J(神川地区 ・神川地区公民館)

25目先縞織維科学妓術教育後関誘

致期成同盟会総会(上回商工会機

所)
27白地区別市民広聴 「市長と揺る

会J(川西地区・ JII函公民館)
28白地区別市民広聴「市長と銭る

会J(重量殿地区・農村環境改釜セン

ター)

308 エイズ講演会{上回創造館)

市の動き

.'， 

(
内
容
)
汗
木
村
川
沢
に
叫
説
。
入
所
定
員
印
床

(
う
ち
上
田
市
分
出
床
)

h
逼
圃
司

F
マ
上
田
市
医
療
施
設
整
備
等
基
金
積

aEE'E司
立
金
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
1
億
円

(
内
容
)
地
域
医
療
体
制
の
向
上
を
図
る
た
め
の
、

基
金
の
積
み
立
て

-
事
事

'
Fマ
穀
類
等
乾
燥
調
製
施
設
整
備
補
助

aEE--司
金
j

i
--
:
:
:
・
]
偲
4
3
2
2
万
円

マ
地
熱
開
発
利
用
事
業
:
:
:
:
:
:
2
4
0
0
.
力
川

(
内
容
)
室
賀
温
・
以
を
利
川
し
た
、
温
泉
ス
タ
ン

ド
な
ど
の
終
陥

‘
ヨ
理
圃
.
，
V
高
速
道
関
連
施
設
整
備
事
業
費

a
B
E
E
t

--・:
7
億
5
3
2
4
万
円

マ
道
路
の
新
設

・
改
良
:
:
:
4
億
3
8
5
3
万
円

マ
内
堀
団
地
建
替
事
業
・・・:・
2
億
1
8
8
0
万
円

(
内
容
)
今
年
度
2
鯨

(
3
階
住
て
ロ
戸
)
建
設

3・
'

'
マ
市
誌
編
さ
ん
事
業
:
・
5
8

3
万
円

，E
E
E司
マ
信
州
鎌
倉
村
「
花
広
場
」
整
備
事

業
補
助
金
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
2
5
0
万
円

マ
千
幽
川
市
民
緑
地
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
湯
建

設
事
業
・
:
・
・
・
:
・
・
・
:
・
:
:
j
i
-
-:
:
2
0
0
0
万
円

マ
ふ
れ
あ
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
整
備
事
業

:
・
初
億
6
4
9
4
万
円

市民と市長の日

r 3] 

!>とき 8月3日制午前9時~正午

bところ 市長室(市役所本斤舎 3階)

bテーマ 建設 ・交通 ・産業経済

!>申し込み あらかじめ訪問時間と 、医…鳩山29日幽までに秘書課(内線

I I I 2)へお知らせくだ

さい。

16 7. 広報うえだ6，



情報上回の花火大会

8月10日制lこ
千白川の夜空を

鮮やかに彩りま

す。お楽しみに

(雨天の場合は

11日)

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
/

夢
い
っ
ぱ
い
創
造
館

••• 
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

-
折
り
紙
教
室

マ
と
き

7
月
幻
日
制
午
前
9
時

叩
分
i
、
午
後
1
時
初
分
i

マ
参

加
費

3
0
0
円

-
「
上
回
紬
織
物
展
」

[4] 

地元出身の、若きヴィオ

リストと、そのグループに

よる、クラシック音楽のコ

ンサートを開きます。夏の

一夜を、プラネタリウムの

星空を眺めながら、モーツ

アルトの世界をお楽しみく

ださい。

・ヴァイオリン 加藤晃

村井 薫

・ヴィオラ 中沢弘子

・チヱ口 真城研一

・クラリネット 田中摂理

(敬称略)

入場料は全席1.000円

‘. 8月2日(火)午後7時

‘' 上田創造館
(上田原1640)

プラネタリウム室

‘診120人(申し込みJI慎)

GZ惨
上田創造館

モ
l
ツ
ァ

ル
卜
と
星
空
の
タ
ベ

①
機
織
り
の
体
験

7
月
印
日
幽

1
幻
日
側
午
前
日
時
l
午
後
4
時
(
随

時
)
②
「
蚕
の
飼
育
と
ま
ゆ
ぞ
つ
く

る
ま
で
の
様
子
の
観
察

マ
と
き

7
月
お
日
こ
ろ

i
8
月

5
日
こ
ろ

マ

入

館

料

小

中
学
ゃ
い
無
料
、
学
生

1
5
0
問、

一
般

2
0
0
問

.
親
子
映
画
教
室

マ
と
き

8
月
比
日
側
、
同
日
仰

午
前
川
時
l
、
午
後
2
時
初
分

l

マ
作
品

「
走
れ
メ
ロ
ス
」「
泣

い
た

赤

お

に

」

マ

入
場
料

無

料

マ

定
員

各
同
印
人
(
先
着
順
)

-
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

8
月
幻
日
脚
午
前
9
時

i
午
後
4
時
却
分

マ

対

象

上

小

地
域
の
小
学
4
年
l
中
学

3
年
生
の

初
心
者
親
子
叩
純
マ
申
し
込
み

8
月
刊
日
附
午
前
9
時
よ
り
屯
話
で

創
造
館
へ
(
岱
@
1
1
1
1
)

天
の
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

A
V
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

マ
と
き

8
月
6
日
ω
j
M
日
同

午
後

1
時
加
分
と

3
時

(
6
日、

7

日、

M
日
は
午
前
日
時
も
投
影
)

マ
観
覧
料

小
ム中
学
生

1
0

0
円、

学
乍

2
0
0
円、

二
般
2
5
0
内

(
6
日、

7
日
は
無
料
)

A
V
太
陽
の
黒
点
と
プ
口
ミ
ネ
ン
ス
を

見
て
み
よ
う

マ
と
き

8
月

6
日

ω、

7
日
間

午
前
叩
時

1
正
午
、
午
後
1
時
i
午

後
2
時
(
時
間
内
随
時
)

マ
そ
の

他

雨
天
曇
天
時
は
中
止

A

マ
な
ぜ
な
ぜ
コ
ー
ナ
ー

マ
と
き

8
月
6
日
ω
1
7
日
間

午
前
9
時
i
午
後
4
時

マ

内
容

天
文
に
関
す
る
問
題
に
親
子
で
挑
戦

A
V
天
体
観
測
器
の
展
示

16 7. 広範うえだ6.

A-天
体
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

マ
対
象

上
小
地
域
に
在
住
・
勤

務

す

る

人

マ

応
募
規
定

テ
ー
マ

自
由
、
キ
ャ
ビ
、
不
判
以
上
四
つ
切
り

以
下
で
額
に
入
れ
て
出
品
マ
応
募

締
め
切
り

8
月

4
日
附
午
後
5
時

マ

展

示

8
月
6
日
出
1

7
日
制

.
天
体
写
真
教
室

マ
と
き

8
月
6
日

ω

夏休みは創造館の行事がいっぱい



a・
‘-

出
展
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ

と

き

叩

月
幻
円

ω、
お
日
間

マ
と
こ
ろ
市
民
体
育
館
(
上

m

城
跡
公
開
内
)

マ
出
展
資
格

趣

旨
に
賛
同
す
る
広
捕
、
工
場
、
事
務

所
を
も
っ
企
業

・
同

体

マ

申
・
し
込

み

8
月
5
日
働
ま
で
に
上
聞
商
工

会
議
所
業
務
課
「
ウ
エ
ダ

・
ピ
ア
似
」

事
務
局
(
宮
@
4
5
0
0
)

便利で確実な口座振替のご利用を

2期

1期

納期限は8月1回目)
・固定資窪税

(都市計画税)
・国民健康保険税

""'-

「
ウ
エ
ダ
・
ピ
ア
例
」

製
昂
な
ど
の
出
展
を

「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
」

参
加
し
ま
せ
ん
か
/

••• 
上
間
市
、
上
回
商
工
会
議
所
の
主

催
に
よ
り
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

数
多
く
の
優
れ
た
工
業
製
品
な
ど
の

l司・
2 マ ・
1ド募 ・
句集
30人
人 員

間企
3:. 

24 
.l-J ~'. 
E、20
3d人
1 1 

「
一

相談名 日 時 会場な ど

1:$ f112R樹
法 律 相 談 13: 30-15 : 30 l行

(予約制) 8 rJ2s日樹 f党
生活王最上立諜

13:30-15:30 rJi' 
8 n .1 FI(;j¥) (市!神 3ド

人権・ 悩みごと相談 宮 内線138913 : 00-J (j : 00 @ 

81111 R附 4 
土地 建 物相 談

13:00-16:00 n 
農地問題相談

8rJl日(月) () l出業委員会
8 : 30-17 : 00 (本}T7r21併)

行 政 相 談
8丹8[1 Ui) 

阿武デパー ト
10: 00-15 : 00 

心配 ごと相談
毎週火限円

10: 00-15 : 00 社会福祉協議会

i去 律 キ目 孟主主民1火
8月初日ω (~ @ 2025) 

10 : 00-rE I下

i去 律 相 ~ぇ. 8 J12<l日附
(予約llilJ) 13: 30-15 : 00 JJ11陪LC会議所

保険年金相談
毎週日~令11佳H (~ ⑫ 4500) 
9 : 00 -l() : 00 

市 民 相 談 毎週月~令限fI 午前環 境 諜

交通事故相談 9 : OO-l() : 00 l打 (繭庁舎3階)

児 童 相 議
毎週月~金眼目 f!，}: 

児童保育課

9 :00-16:00 (包③2000)

母 子 相 談
毎週月一令|曜卜l }所 児 EZ:保育課

9 :00-16:00 (内線16:36)

毎週)-j-1ftJlIil LI 東部保育 l主|
子育 て 相談 8 : 30-Hl : 30 保育センター

( 1:1I1~ 日は12 : 30) (~ @ 3096) 
一一一 -・邑一一一一且」ー』・・一 一一一『戸

下
名

マ
募
集
期
間
7
月
日
日
闘

1
8
月

日

日

附

マ

説
明
会

8
月

幻
日
仰
午
前
四
時
1
正

午

千

曲

川

ホ
岸
:・
中
央
公
民
館
、
千
曲
川
左
岸

:
・
応
募
者
に
直
接
連
絡

マ
聞
い
合

叩
き

わ
せ

宮
下
之
子
(宮
@
2
3
4
1
)

背
少
年
課
(
内
線
5
1
3
2
)

マ
そ

の
他

あ
わ
せ
て
指
導
者
も
募
集
し

ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

長
野
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
の
作
昂

••• 
マ
応
募
資
格
次
の
6
部
門
。
①

1
部・
・・小
学

3
年
生
以
下
②
2
部
・

•• 

小
学
4
年
竺
以
上
③

3
部・
・・中
学
校

の
牛
徒
④
4
部・
・・
高
等
学
校
以
上
の

学
生

・
生
徒
⑤
5
部
:

一
般
⑥
バ
ソ

コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
・:
小
学
校
の

児
童
以
上

マ
課
題

グ
ラ
フ
の
課

題
は
自
由

マ
締
め
切
り

8
月
お

日

嗣

マ

問
い
合
わ
せ

企
画
課
(
内

線一

1
2
2
6
)

千
曲
川
・
犀
川
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
作
昂
を

••• 
千
曲
川
・

摩
川
水
防
連
絡
会
な
ど

で
は
、

川
と
人
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
、
「
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
」

を
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
今
年
も
千

曲
川・
犀
川
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、

次
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-千曲川・犀川キャンベーン応募要項

~ 総のコンクール フォトコンテスト {宇 文 俳句・短教

テーマ qllと私たち」 rJIIと生活J 自 自 rJIIと生活』

千白川 .F.j!川を題材 千曲JII.F.j!}l1を豊富材 川と暮らし、千曲川・ 川と暮らし、平自JlI'

にした総函を流主義に とした自然、川と暮 摩川のある風祭、川 摩川のある風景、川

内容 f主む小 ・中学生から らし、水と殺しむ姿 づくり、水害、川澄 づくり、水書、川遊

募集します。 水害の記録、砂防お びなど川を主題とし びなど川を主題とし

よぴ河川工事など た作文 た俳句・短歌

締め切り 9月26日(月)

応募先 建設省千白川工事事務所調査課(〒380長野市鶴賀74・fi0262⑫9434)

16 

内部千三干竺説話語

川とのかかわりを考えましょう

7. 窓報うえだ6.(51 



-情報テーブル・

-';・電車は臨時のみ-パス・電車時刻表(7月30)

会社名7月30日(土) 別所渇'~I 下之郷発|上回治先iJ 西武前

22: 35 

••• 

夜、な

た

上回発l下之郷着|別所温療省

18: 30 

19; 49 

ee: 28 

e3; 02 

も

18; 14 

19; 33 

22: 13 

22: 07 

22; 50 

21・31

19: 17 

21 : 13 

21 : 51 

電
車
(
上
国
交
通
別
所
線
)

陽

担E

フR

下半過

資

中吉田

ー，

室

傍

赤

21 : 00 

21 : 00 

18: 40 

21 : 00 

21・32
{原町発)

21: 00 川中島パス

よ回~適

千曲パス

，，<， 

ス

午
後
4
時
叩
分

j
8時
叩
分

午
後
4
時
却
分
、
お
祭
り
広
場
は
歩

行
者
道
路
に
な
り
、
会
所
か
-a
り
「
み
こ

し
」
が
川
一
ぎ
山
山
さ
れ
ま
す
己
「
み
こ
し
」

の
均
所
と
時
聞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
午
後

4
時
叩
分

1
6時
加
分

H
.山
町
、

海
野
町
、
大
門
町
、
松
厄
町
、
大
下
町

マ
午
後

7
時

1
8時
加
分
H
大
手
町

Z
目

、

，

午

後
ア
時

g
a
b
-

1
8時
叩
分

午
後

7
時
に
「
ト
ぃ
川
わ
っ
し
ょ
い
」

の
踊
り
が
開
始
。
川
-
一
出
会
が
行
な
わ
れ
、

お
絞
り
広
場
に
流
れ
ま
す
。
中
間
に

5

分
ほ
ど
の
休
憩
を
は
さ
み
ま
す
。

-と
E
-
Z
H
U
午
後

4
時

司
会
、
通
知
器

i
9時
初
分

・
臨
時
パ
ス
・
電
車
が
出
ま
す

「
上
川
わ
っ
し
ょ
い
」
中
1
H
は
、
午

後

1
時
か
ら

9
時
初
分
ま
で
、
お
然
り

広
場
(
歩
行
指
町
道
路
)
へ

hmは
乗
り

入
れ
で
き
ま
せ
ん
。
制
辺
道
路
も
交
通

が
規
制
さ
れ
ま
す
。
係
員
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
燃
庇
町

i

J
R
L仁
川
駅

i
卜
.
川
阿
武
は
午
後

6
時

初
分
ま
で
巾
の
采
り
人
れ
が
で
き
ま
す
。

・
バ
ス
停
午
後

8
時
加
分
か
ら
西
武
前

午
後

6
時
加
分
か
ら
、
お
祭
り
広
場

の
バ
ス
停
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

J

R
K
m駅
前
の
停
留
所
は
午
後
6
時
却

分
か
ら
し
し
川
同
氏
前
に
移
り
ま
す
@
パ

ス
の
運
行
も
変
わ
り
ま
す
の
で
案
内
同

を
ご
覧
く
だ
き
い
。
絞
り
が
終
わ
る
と

上
山
阿
武
前
か
ら
臨
時
パ
ス
が
出
ま
す
。

・
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
移
動
し
ま
す

J

R
上
川
駅
北
口
に
あ
る
タ
ク
シ
ー

来
り
鳴
も
、
駅
山
間

H
へ
移
動
し
ま
す
。

h

父
泌
回
収
制
解
除
の
午
後
9
時
か
ら
は
、

み
こ
し

[6 ] 16 7. 広報うえだ6.上田市の交通事故発生状況 件数32榊 (-41)月!?i以」/負宍3222:



お祭り広場案内図一一
7月30日出プログラム

• 

‘
 

•• 

，. 

、，

お
受
け
く
だ
さ
い
/

は
か
り
の
定
期
検
査

••• 
計
量
器
ぞ
取
り
引
き

・
証
明
(
商

品
の
先
日
、
運
送
、
医
薬
品
の
調
剤
、

農
産
物
の
先
口
な
ど
)
に
使
用
す
る

汗
さ
ん
は
、
そ
の
外
川
坑
協
の
定
則
検

伐
を

2
年
に

1
山
受
検
す
る
・
』
と
が

ル
川
は
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
年
は
計
八
爪
器
の
定
期
検
究
を

8

月
幻
日
開

1
9
月

5
日
仰
に
行
い
ま

す
。
(
詳
し
く
.は

「
広
報
L

8
月

1
日

号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
)

な
お
、
計
量
器
が

m
h以
上
あ
る

場
合
、
建
物
な

E
に
取
り
付
け
て
あ

る
場
介
、
ま
た
は
泣
気
抵
抗
線
式
は

h
J

り、

t
F
u
r凡
ま
い
Y
h
'
、
強
内

F也
氏
ま

7

J
1
J
i

j

j

I

Jー

か
り
、
・
屯
般
式
は
か
り
の
場
介
は
、

巾
前
に
よ
り
出
張
検
査
も
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
「
所
在
場
所
検
在
承
認
申

請
書
」
を

8
月
幻
日
附
ま
で
に
商

1
-

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
特
定
の
受
検
日
を
希
叫
弔
す

る
か
た
は
、

8
川
印
日
制
ま
で
に
巾

附
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

尚
.l
r
A
(
内
線
1
4
0
3
)

コ仁
「富「一

J
n
k
k
川
駅
北
口
に

.Mり
ま
す
。

-λ

町内戸

上
田
商
工
会
議
所
前

-
d
sロ

@
9
6
5
6

本
部
は
、
上
山
市
正
会
議
所
前
仁
設

け
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、
け
が
、
急
病

人
、
迷
子
な

E
は
ご
述
総
く
だ
さ
い
。

一一一一一一一一一--""¥! 1> 7月25日(月)から30日!

1 (却まで上田商工会識所!

! ロビーで販売します。 ! 
1 ( 7月30日は上回1 .1 
! .1駅前でも販売 j 面!
; 穴~ ~‘h わ !， ・ ~ つ

i山r_同喝 L ! 
! 小こ {一? J. ~ l
路E・寸 曹圃・~. ..ママ i

1 IJJJ ú どF司・~ .1匹4 スi
~- ，ず :.!'f!l"'f コl

弘、l・l!
!で 話
jす

「
滞
納
処
分
」
に
よ
る

電
話
加
入
権
の
公
売

••• 
マ
と
き

8
月

9
日

ω。
入
札
時

間
は
午
前
日
時
か
ら
叩
時
叩
分
ま
で

(
説
明
は
午
前
9
時
何
分
よ
り
)
マ

と
こ
ろ

市
役
所
市
庁
介

5
断
出

3

・
4
会

議

室

マ

方
法

競
争
入
札

マ
台
数

当

日

決

定

マ

公
告
場

所

市
役
所
、
谷
支
所

マ
入
札
参

加
者

印
鑑
ぞ
お
持
ち
に
な
り
、
本

人
が
お
い
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
の

場
合
は
、
必
ず
本
人
自
筆
の
委
任
状

t
代
理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

え

マ

そ
の
他

公
白
川
口
ま
で

に
、
滞
納
有
が
市
税
な
ど
を
完
納
し

た
場
合
に
は
、
公
光
を
山中
小川
し
ま
す
。

3 
0 

3 
0 
3 )1又
)税

(
内
線

マ
問
い
合
わ
せ

「行
方
不
明
の
人
を
捜

す
相
談
所
」
を
開
設

り ・
の符 ・
か察 ・
たで
のは
車11
説行
をブj
お不
父 IltJ
け才;.

iz 
t雨

16 

-開設相談所の日程と場所

と き ところ

.察本部.謙譲
8月la伺ト

{長野市松代町笛療
31日附 機l1Jセンター)
午前8時30分 nOe6e⑧95日日
~午後5随

よ図書E察署鑑識係(休日と閉庁
(予約が必要です)日係く)
合③0110

8月4日附
小結嘗察署

午前9跨 念館67'②0110I -午後4符

(7 ] 7. 広報うえだ6.



.8月の乳幼児健康診査

t>受付時間 いずれも午後 l時-2時 b持ち物

台i子健IJFf-11段、パスタオノレ (4・10か月児)、歯ブラシ

( 1滋 6か)-J児)0 1歳 6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある飽j，J~・珍資採に記入してお持ちください。 3 歳児

の健康診古泉は、桜式が変わりました。また、視聴覚・

検査のアンケー卜も加わりましたので用紙をお送りし

ます。ご記入のうえ健康診査にお出かけください。

-保健センター(市役所南庁舎2階)

健 圭...... 会 実施日 生 年月 日

日
8円 IIJ o . 3. 16-3. 31 

4 カ・
8 JJ 23日 6. 4. 1-<1. 15 

10 カ・ 日
8JJl1L! 5 . 9. 16-9. 30 

8 H31 n 5. 10. 1-10. 15 

11誕6か}J 
8Jl9r1 5 . 1. 16-1. 31 

8 Jl30円 5 . 2. 1-2. 15 

，:;民
8Jl8n 3. 7. 1-7. 15 

3 
8 JJ171l 7. 16-7. 31 3. 

v
 

，，， e+ムず
市

、，、

" ~ 
・宮原友希ちゃん

(2餓6か月 ・下燈m，)

「三積E震を11んばって乗

れるようになりました。7J<

遜びも大野き」と@の純子

さん。

保健 診Dt
保健予防線(内線 1374)

t>とき 7 J126 rI (必午前10時ーから正午まで、午後 1

11年から午後 311年30分まで t>と ニろ 上間合同庁舎(材

木1111・)

成分l臥~J(lI とは、 j(11減'1 1 の l(rL摂や血小板fごけを献血し

ていただき、，か、IUL球などの成分Ij:再び体内仁お返しす

る方法です。

なお、献I(LLされた人には 7工(1，1の胤液検究を実施し、

結操をお知らせします。

成分i猷I(ILのため、判日iに 卜.111保健所 (n@1260)

f約をしてください。

-成分献血にご協力ください

最近、市で行って いる乳児健診・予防持種などに外

国人の母 r-が噌えてきましたが、JJ震が通じないため、

じゅうぶんな初日実・援助ができずに悶っています。 そ

こで礼児健診・子防持砲の tきの通訳ボランティアを

募集しています。ごtt4)J いただけるかたは保健予防諜

{内線1375) に笠録ぞお願いします。

-通訳ボランテイコフを募集

-寝たきり老人を支える家族の会

t>とき 7 JJ 28川榊午後 1時30分-3時30分 t>と

ニろ 市役所市庁合 5附第 3・4会議室 t>内容 医

師iによる桃山「家で安心して介護するために~毎円の

チェックポイン 卜と緊急、時の対応についてJ t>その

他 出n、介l迎を代わっていただける人カ礼、ない場合

I;J:、焔人ボランティアが伺いますので7月22日働まで

に保健予防課(内線1377) へご連絡ください。

広報ファイル
お分けします/

秘書課では「広報うえだJ のとじ込み用ファイル(A4判)

を、市民の皆さんにお分けしています。ご利用のかたは秘書

課(市役所本斤舎 3階・内線1112)までお気軽にどうぞ。

※数に限りがありますので、大口 はご遠慮ください。

• 
広
舗
、
え
民

[8 ] 16 7. 広報うえ定6.

』己但111 .同¥B・16B
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